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IUCN（International Union for 
Conservation of Nature）とは

IUCNは、1948年に設立され、160カ国にまたがる政府と多様なNGOが共に活動するという世界でもまれなパート

ナーシップ関係の中で、60年以上にわたり、「自然の価値を認め、守る、公正な世界」を目標に掲げて活動して

います。

その活動は、211の国・政府機関と1,200を超すNGOからなる団体会員、18,000人以上の研究者・専門家からな

る6つの専門委員会、そして、45カ国を拠点に事業を展開する1,000人におよぶ事務局・理事（本部事務所はス

イス・グラン）の協働によるものです。

1.



日本のIUCN加盟団体一覧

国家会員 外務省（国家会員）

政府機関会員 環境省（政府機関会員）

NGO会員

日本自然保護協会 日本動物園水族館協会 WWFジャパン 日本野鳥の会

人間環境問題研究会 自然環境研究センター 日本雁を保護する会

経団連自然保護協議会 生物多様性JAPAN 日本ウミガメ協議会

カメハメハ王国 旭硝子財団 野生生物保全論研究会

ジュゴン保護キャンペーンセンター ラムサール・ネットワーク日本



IUCN-J（Japan Committee 
for IUCN）とは

IUCN-Jは、IUCNに加盟する日本の団体間の連携を高めることを目的に、1980年に設立されました。現在、国

家会員（外務省）、政府機関会員（環境省）と、18の非政府会員で構成されており、渡邉綱男（一般財団法人

自然環境研究センター）が会長を務めて、（公財）日本自然保護協会が事務局を担っています。

IUCN-Jでは、IUCNや世界の自然保護と日本の自然保護活動をつなげる取り組みとして、愛知ターゲット達成

にむけた「にじゅうまるプロジェクト」を展開しています。

2.



IUCN-J加盟団体一覧

正会員

日本自然保護協会 日本動物園水族館協会 WWFジャパン 日本野鳥の会

人間環境問題研究会 自然環境研究センター 日本雁を保護する会

経団連自然保護協議会 生物多様性JAPAN 日本ウミガメ協議会

カメハメハ王国 旭硝子財団 野生生物保全論研究会

ジュゴン保護キャンペーンセンター 日本国際湿地保全連合

コンサベーション・インターナショナル・ジャパン ラムサール・ネットワーク日本

サポート会員 オリザネット リアルコンサベーション アースデイエブリデイ

ユース会員 Change Our Next Decade、生物多様性わかものネットワーク



加盟のメリット3.
(1) IUCN加盟のメリット

• IUCN会員としての社会的信頼（科学を重視する団体、

歴史ある団体、国際的な自然保護政策の推進役、世

界中の人々を集める力を持つIUCN）を得る

• 世界や国内の自然保護政策の担い手としての影響力を

持てる

• 世界の自然保護に関する集合知の一員となる

• 政府・NGO・専門家とのパートナーシップやネットワークを

構築できる

• 世界の自然保護に関する科学、実践知にアクセスでき、

団体の能力育成ができる

(2) IUCN-J加盟のメリット

• (1)のメリットを活用するためのサポートが得られる

（これまでの経緯、蓄積された情報、人のネットワー

ク、特に生物多様性条約）

• 自然保護に関する世界の主要人物との意見交換

に優先的に呼ばれるなど、日本にいて最新の生の

声が手に入る。

（参考元：https://www.iucn.org/sites/dev/files/content/documents/membership_brochure_en.pdf）



IUCNへの加盟手続きには、

入会申込書（Application Form）とともに、

補足情報（団体規約、すでに会員となっている団体または国内委員会から2通の推薦状、

監査を受けた決算書類）を提出の上、

理事会承認（年4～5回のタイミング）を得ることで会員となります。

書類の提出 理事会からの承認

入会申込書 団体規約 ２通の推薦状 決算書類

入会手続きにあたって不明な点、

推薦団体の紹介などについては、

IUCN本部・アジア事務所・日本委員会が

支援することが出来ます。

加盟完了

加盟までの流れ

IUCN加盟の手続き4.



IUCN会費は、団体の事業活動規模に

基づいて決定します。（下図参照）

参照元（https://www.iucn.org/sites/dev/files/final_dues_guide_en_post_congress_2021_final.pdf）

会費
(フラン)

⽀出総額（ドル）

以上 未満
その他、IUCN本部の会員制度についての詳細は
以下のリンクをご参照ください

https://www.iucn.org/about/union/members/h
ow-become-member-iucn



IUCN-Jへの加盟は、

IUCNへの入会後に

（１）IUCN-Jへの入会申し込みを表明する公式文書、(様式自由）

（2）IUCN-J指定のIUCN-J登録票(【様式1】）をご提出の上、

年会費（財団/社団3万円、その他の団体5千円）の支払いをもって入会となります。

加盟までの流れ

IUCN-J加盟の手続き【正会員】5.

入会申込を表明する公式文書 IUCN-J登録票

書類の提出 会費の支払い 加盟完了

※IUCNに加盟する国際NGOの国内支部等が、IUCN-Jに入会す

る場合は、国内支部等そのもののIUCNへの入会は必須ではあり

ません。

（その場合、IUCN会員団体に与えられるWCCにおける発議権は

発生しないなど、IUCN会員に付与される権利は与えられません）

３万円又は５千円



IUCNおよびIUCN-Jは、各加盟団体が世界的な動きと効果的に協働しつつ、世界・各国の自然保護のための

相乗効果を高めるネットワークです。しかし、そのメリットは加盟してみないと実感し難いものです。そのため、

IUCN-Jでは、2021年度より「サポート会員制度」を設け、IUCN本体への加盟検討する団体、規約上加盟できな

いがIUCNの活動の趣旨に賛同する団体が、IUCN日本委員会のメンバーとして共に活動できる制度を作って

います。

サポート会員は、IUCN-J会員会合等に参加し発言等も出来ます。議決権がなく、役員（会長／副会長・監事）

になれませんが、運営委員への参画は可能です。

サポート会員制度6.



IUCN-J会員制度比較

会員種別 持ち得る権利 IUCNへの加盟 会費

正会員

• 議決権がある
• 役員（会長／副会長・監事）になれる
• IUCN-J会員会合等に参加し発言
• 運営委員への参画
• IUCN事業への参画（IUCN-J予算を活用し

た国際会議参加やイベント運営など）

必須
（IUCNへ入会完了後、IUCN-

J加盟の手続き）

財団・社団
30,000円

その他法人
5000円

サポート会員

• IUCN-J会員会合等に参加し発言
• 運営委員への参画
• IUCN事業への参画（IUCN-J予算を活用し

た国際会議参加やイベント運営など）

不要
（入会したい場合はIUCN-J

事務局がサポート）

3000円

ユース会員

• IUCN-Jのみに加盟した場合
サポート会員と同様

• IUCNにも加盟した場合
正会員と同様

不要
（入会したい場合はIUCN-J

事務局がサポート）

3000円(免除
可)



サポート会員入会の手続き

サポート会員は、

（１）IUCN-Jへの入会申し込みを表明する公式文書、(様式自由）

（2）IUCN-J指定のIUCN-J登録票(【様式1】）

をご提出の上、年会費（一律3000円）の支払いをもって入会となります。

加盟までの流れ

書類の提出 会費の支払い 加盟完了

入会申込を表明する公式文書 IUCN-J登録票 一律３千円



ユース会員は、学生や若手社会人の集まった団体に向けの会員制度です。

（IUCN本部への入会希望のユース団体は、IUCNへの入会完了後）

（１）IUCN-Jへの入会申し込みを表明する公式文書、(様式自由）

（2）IUCN-J指定のIUCN-J登録票(【様式1】）をご提出の上、

年会費（３千円）の支払い*をもって入会となります。

加盟までの流れ

ユース会員7.

書類の提出 会費の支払い 加盟完了

＊年会費は免除することも可能です。免除を希望する場合、IUCN-J登録

票の「ユース会員のみ回答」欄に年会費の免除を「希望する」を選択してく

ださい。

入会申込を表明する公式文書 IUCN-J登録票 ３千円又は免除可能


